
1 

 

 

報 告 書 
 

日時 令和 ８ 年 ８ 月 ２０ 日（木）～ ２１ 日（金） 

活動名 第 75 回全国高等学校 PTA 連合会大会 2026 大分大会 

参加人数 ４人（PTA 理事、校長） 

報告者 中村 祐司 

 

報告内容 

活動目的・背景 

PTA 活動は、家庭教育や社会教育の充実を図り、家庭・学校・地域の連携を深めること

で生徒の健全な成長の歩みを支えていくことを目的している。時代の変化に応じて柔軟に

進化していくため、あり方を探求し、本会に参加すること、また、他校の参加者と交流する

ことでPTAの新たな運営や活動を取り入れる機会が得られる。 

 

活動内容 
 

１日目：分科会に出席 

テーマ：不登校は心のメンテナンス！ 

サブテーマ：大人が子どもたちから謙虚に学ぶ、傾聴 

講師：東京家政大学 人文学部心理カウンセリング学科 杉山雅宏 教授 
 

２日目：全体会に出席 

記念講演 演題：夢が導く諦めない気持ち 

講師：内川聖一 氏（元プロ野球選手） 

 

分科会では、冒頭に大分県臼杵高校筝曲部による演奏が披露された。広い会場にもかかわ

らず、琴の音が気持ちよく響き渡り、とても落ち着いた時間となった。 

杉山氏の講演では、不登校とはどの子供にも起こりうること、本人の個人内要因と環境要

因が折り合わないときに生じること、外見的には気楽に過ごしているように見えるが、内面

では否定的に悶々とし分かってはいるが動くことができない心理状態になっていることで

あると話が始まった。不登校になる子は問題に気付いている子、解決しようとする力のある

子が多く、①混乱、②反抗的、③怠惰、④次なる行動を模索、⑤登校が再開される、以上の

経過をたどるという。③での不登校はチャージ、メンテンナンスしている状態で、心の成長

を信じて見守り、１人に（孤立）させないことが大人や支援者には必要だと説いた。 

また、変化に適応しながら前進していく力「レジリエンス」という言葉がある。このレジ

リエンスは、「人とのつながり」「安心できる居場所」「成功体験」「自己決定」によって育つ

と考えられており、杉山氏の大学では、行政と連携して学校でも家庭でもない第３の居場所

として、不登校の子を対象に大学内居場所を運営している。あくまでも、レジリエンスを回

復する中間的な社会参加の場として開放されている。社会に出るために大人が関わってい

く。周囲で見守る大人や支援者も１人ではないこと知ってほしいとおっしゃっていた。 

会の後半ではワークショップとして周囲の方々と意見を交わし、日頃の悩みや疑問など

の質疑応答が行われた。ネガティブな考え方をポジティブな表現に変換され、考え方次第で

あることも学んだ。 
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全体会では、冒頭に大分県立由布高校郷土芸能部による地元に伝わる「庄内神楽」が披露

された。とても力強い演舞と力強い楽（おはやし）の太鼓の響きを味わった。伝統の舞を伝

承するために日々稽古に励んでいるそうだ。 

記念講演では記憶に残った言葉を報告させていただく。 

「マイナスと思うことをプラスに変換していく。マイナスは、実はマイナスではない。プラ

スになるために必ずマイナスがあるのではないか（高校生の時に怪我で３ヶ月入院して感

じた）。」 

「夢はいつでも組み立てられる。夢だったものを諦めて、次の夢を作っていけばいい。続け

ることも大事だが、無理やりやる必要はないのではないか。夢のきっかけを思い起こして、

考えて決めればいい」 

「子どもに選択させ、それに寄り添ってあげることが大事で、寄り添うには知識が必要にな

る」 

実体験に基づいた発言で、多くが印象的であった。 

以上、とても充実した2日間となった。道中では他校PTAや校長先生とも交流し、意見交

換をすることができた。 

大会に参加させていただいたこと、みなさまにご報告するとともに感謝申し上げます。 

 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

今大会のプログラムの表紙 

地元の高校生によるデザイン 

分科会での高校生による演奏 

全体会での会場の様子 

約 6,000人が集まった 


